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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和4年8月から令和4年10月までに開催された定例会・臨時会で審議された内容について、
関心が高いと思われるものについて報告します。

 第３回 定例会（令和4年9月5日～16日）

 一般会計補正予算（第４号）を可決

■ふるさと寄附金業務委託料・・1億1,377万円

■除雪業務委託料・・・・・・・・・3,000万円

■新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター
　業務委託料・・・・・・・・・・1,172万円

■新型コロナウイルスワクチン接種券作成等
　業務委託料・・・・・・・・・・・424万円

　今回は主に下記の事業に対して予算を補正する
必要が生じたために全体で4億5,804万円の補正予
算を可決しました。

 ６件の意見書を可決

■国土強靱化に資する道路の整備等に関する意
　見書

■環境教育の推進及びカーボンニュートラル達
　成に向けた学校施設のZEB(ネット・ゼロ・
　エネルギー・ビル)化のさらなる推進を求め
　る意見書

■道教委「これからの高校づくりに関する指
　針」を抜本的に見直し、すべての子どもに
　ゆたかな学びを保障する高校教育を求める
　意見書

■地方の農地の保全と活用のための支援拡充を
　求める意見書

■女性デジタル人材育成を強力に推進するため
　の支援を求める意見書

■加齢性難聴への補聴器購入のための国の助成
　を求める意見書

陳情第１２号を付託

　定例会初日には陳情第12号「子育て支援に関
する陳情書」が厚生文教常任委員会へ付託となり
ました。
　最終日には陳情審査を継続して行うために、
閉会中の継続審査となりました。

＜陳情趣旨＞
　ベビーシッターの雇用拡大及び保育所以外
での子どもを預かれる公的機関の設置を求め
るものです。
　私はひとり親家庭でフルタイム勤務をして
います。先日、会社を休んで子どもの病児保
育をしました。子どもが回復したところ、私
にウイルスがうつってしまい、厚生病院の救
急に駆け込みをしました。（中略）
　個人で出来ることは限られております。私
も出来ることを具体的に行っておりますが、
政治による子育てを応援するような枠組みを
具体的に作ることがとても重要だと考えてお
ります。保育所の時間外、日曜・祝日に監護
者が都合良く必ず体調が優れているとは限ら
ないと考えます。
　また、たった一人の監護者が入院した場
合、倶知安町に住む子どもたちはどうなるの
でしょうか。当人のコミュニティに任せます
か。身寄りのない家庭はどうでしょうか。

＜陳情項目＞
・倶知安町でのベビーシッター増員に向けた
　雇用環境の拡大

・泊まりで子どもを預けられる施設(緊急時
　のみ)の設置

　利用者はもちろん利用時に費用を自己負担し
ますが、枠組みがないとそもそも成り立たない
のが現状です。
　町をあげて子育てに積極的な環境を整備する
ことを求め陳情します。
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　郊外地域デマンドバス実証運行の実施に伴い、
町内の有償バスの乗車料金が乗車1回につき100円
から200円に改訂されることになりました。

　なお、中学生以下の利用料金については引き続き
「無料」としております。

 条 例 の 改 正・制 定

倶知安町有償バスの実証運行に関する条例
　　　　　　　　　　　　・・・・・一部改正

倶知安町議会議員及び倶知安町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例・・一部改正

倶知安町職員の育児休業等に関する条例
　　　　　　　　　　　　・・・・・一部改正

倶知安町立地域会館設置管理条例・・一部改正

町の区域及び名称の変更に伴う関係条例の整備
に関する条例・・・・・・・・・・・・制　定

　定例会最終日には、笠原決算審査特別委員長よ
り付託された全ての認定議案を「認定」すると委
員長報告がされた後に採決の結果、全て認定する
ことが可決されました。

※決算審査特別委員会の詳細については、4～5頁
　の特集を参照

古谷議員定数に関する特別委員長より陳情審査報告

郊外地域デマンドバスを利用する様子

令和3年度決算を全て「認定」 定数削減を求める陳情を「不採択」

　定例会最終日には、下記の条例の改正及び制定
について可決されました。

笠原決算審査特別委員長より委員会審査報告

　定例会最終日には、古谷議員定数に関する特別
委員長より「不採択とすべきもの」と陳情審査報
告がされた後に採決の結果、賛成少数で本陳情に
ついては不採択となりました。

※議員定数に関する特別委員会の詳細については、
　22頁を参照
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各委員からの主な質疑

決算審査特別委員会報告

令和３年度 各会計決算を「認定」
令和３年度の一般会計、５つの特別会計、水道事業会計の決算について、８名の委員で構成される
決算審査特別委員会にて審査を行いました。

本特別委員会に付託され
た以下の７つについて審
査を行いました。

認定第１号
一般会計歳入歳出決算認定
について

認定第２号
国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第３号
後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第４号
介護保険サービス事業特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第５号
公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第６号
地方卸売市場事業特別会計
歳入歳出決算認定について

認定第７号
水道事業会計決算認定について

※上記の「令和３年度虻田
　郡倶知安町」の表記は省略

昨年度の予算執行状況について担当職員から聞き取りを行い、審査を行いました。

　昨年度の予算執行状況について審査を行う、「決算審査特別委員会」は
定例会初日の9月5日に設置され、委員長に笠原委員、副委員長に古谷委員
を選出し、9月6日から7日の2日間で開催され、昨年度に行われた事業や予算
執行状況について多岐にわたって審査が行われました。

冨田　竜海 委員　　古谷　眞司 委員　　波方　真如 委員

佐藤　英俊 委員　　笠原　啓仁 委員　　作井　繁樹 委員

木村　聖子 委員　　鈴木　保昭 委員　　　　　（計８名）

質 疑
　職員の自主研修費については、自己啓発の意味も込めて視察研修等
も行い、より有効活用をして利用促進をしていくべき。

応 答
　実態としては利用状況は非常に少ないところ。現行の2分の1の助成
額から全額助成への見直しも含めて検討を進めていきたい。

決算審査特別委員会の委員構成
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＜鈴木議員より決算認定への賛成討論＞

令和3年度 倶知安町一般会計決算認定

　活発な議論を経て、職員一人一人が真摯な姿勢
で答弁をしていただいた。
　決算は自身が行った仕事の総括でもある。自分
の課・係で共通したデータが整理されているこ
と、特にこれからの係長クラスの皆さんを大変頼
もしく思っているところ。
　しかし、皆さんの誠意は感じるが一部で町営住
宅の収納率が下がったことなど、残念に思うとこ
ろもある。職員皆さんがこれからも頑張っていた
だけることを心からお願い申し上げ、賛成の立場
で討論とする。

質 疑
　歳入について、宿泊税のみならず入湯税、固定
資産税に占める償却資産についても税務調査を行
う体制は早急に整えるべきと考えるが。

応 答
　現段階では税務調査の体制は不十分ではある。
町の財政的な部分を総合的に勘案し、適正な人員
配置を全体にできるように検討は進めたい。

令和3年度一般会計決算認定の賛成討論

笠原決算審査特別委員長の進行のもと、9月7日の正午に閉会しました。

質 疑
　宿泊税を財源とした外国人患者通訳サービス業務補助金(当初予算
318万円)について。この補助金は医療機関として倶知安厚生病院のみ
であるとのことだが、当然ながら他の医療機関も外国人は利用し、状
況は変わっている。
　他の医療機関に対しても平等にすべきであり、周知もしっかりと取
り組むべき。見直す時期についても検討し、取り組んでいただきたい。

応 答
　制度を作った時点から状況も変化してきているので、内容も含めて
十分に検討をして対応をしていきたい。
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深刻化する役場内の人材不足、組織マネジメント能力のスキルアップを
一度の研修で発揮されることは難しいが継続して進めたい

冨田　竜海　議員

町長

が
、
長
期
的
に
は
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

あ
る
い
は
町
有
地
の
ス
ペ
ー
ス
も
駐
車
台
数
が
確
保

で
き
る
の
か
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

飲
食
店
や
事
業
者
の
土
地
の
マッ
チ
ン
グ
、
昼
間

し
か
営
業
し
て
い
な
い
店
舗
事
業
所
の
駐
車
場
、

そ
う
いっ
た
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と
し
て
有
効

活
用
し
、
ど
う
いっ
た
仕
組
み
が
で
き
る
の
か
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
段
階
だ
が
、
ま
ず
は

試
験
的
な
取
り
組
み
と
し
て
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
土
地
所
有
者
の
調
査
・
交
渉
を
行
い
、
冬
に

向
け
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

深
刻
化
す
る
役
場
内
の
人
材
不
足
、

町
長
の
見
解
は

　
　
　

深
刻
化
す
る
役
場
内
の
人
材
不
足
、
直
近

　
　
　

の
離
職
者
の
推
移
は
。
退
職
理
由
と
改

善
点
。
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
研
修
を
行
っ
た
の
か
。

そ
の
成
果
は
。

問答

町
長

　

令
和
３
年
度
、
早
期
退
職
し
た
正
規
職
員
は

３
名
で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
の
職
員
数

１
７
４
名
に
対
す
る
割
合
は
１・７
％
。
会
計
年
度

任
用
職
員
は
同
じ
く
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で

任
用
し
て
い
た
１
２
７
人
の
う
ち
、
任
期
満
了
を

待
た
ず
に
途
中
で
離
職
し
た
職
員
は
７
名
で
割
合

は
５・５
％
。
退
職
理
由
は
体
調
不
良
、
家
族
の

事
情
な
ど
個
人
に
よ
って
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

　

近
年
は
メ
ン
タ
ル
面
で
不
調
を
訴
え
る
職
員
が
一

定
数
い
る
。
令
和
３
年
度
に
は
、
全
職
員
を
対
象

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
、
管
理
職
を

対
象
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ケ
ア
研
修
を
行
っ

た
。
係
長
職
・
管
理
職
に
昇
任
し
た
職
員
に
は
指

導
能
力
、
管
理
能
力
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

成
果
は一
度
の
研
修
で
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
が
継
続
し
て
進
め
た
い
。

倶
知
安
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る

町
長
の
見
解
は

　
　
　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
人
口
ビ

　
　
　

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は
行
っ
た
か
。
今
後
の

予
測
数
値
は
。

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
短
期

的
な
人
口
増
減
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た

問

答

町
長

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
人
口
ビ
ジ
ョン
の
見

直
し
は
現
時
点
に
お
い
て
行
っ
て
い
な
い
。
議
員
が

理
解
し
た
と
お
り
の
見
解
を
持
って
い
る
。

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
地
域

経
済
循
環
へ
の
考
え
方
は

　
　
　

民
間
事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

　
　
　

向
け
て
行
っ
た
取
り
組
み
は
。

問答

町
長

　

Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
上
で
活
用
可
能
な
補
助
メ

ニュー
に
つい
て
の
情
報
収
集
・
提
供
を
行
って
き
た
。

　

今
後
は
商
工
会
議
所
と
連
携
の
上
、
町
内
事
業

者
へ
そ
の
重
要
性
・
有
効
性
の
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
って
い
き
た
い
。

町
内
の
路
上
駐
車
対
策
と
駐
車
場

整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

２
０
２
２
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
「
現
在
、

　
　
　

町
主
体
と
な
っ
て
町
内
に
あ
る
公
共
の

用
地
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
駐
車
可
能
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
を

今
年
の
冬
に
向
け
て
整
理
し
て
い
る
」
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
整
理
状
況
は
。

問答

町
長

　

第
一に
考
え
て
い
る
の
が
、
く
と
さ
ん
パ
ー
ク
駐
車

場
、
そ
れ
以
外
に
も
飲
食
店
街
に
割
と
近
い
公
園
、

観
光
客
誘
致
に
お
け
る
見
解
に
つ
い
て

　
　
　

２
０
２
２
年
、
２
０
２
３
年
シ
ー
ズ
ン
の

　
　
　

観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
国
内
日
帰
り
、

宿
泊
そ
れ
ぞ
れ
）
の
昨
年
対
比
の
推
移
想
定
と

そ
の
根
拠
は
。

問答

町
長

　

地
域
Ｄ
М
Ｏ
倶
知
安
観
光
協
会
に
お
い
て
、
８

月
に
今
年
の
冬
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
前
の
４
割
～
５
割
程

度
の
期
待
値
を
持
っ
て
い
る
と
の
回
答
が
大
半
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
根
拠
が
非
常
に
脆
弱

で
は
あ
る
が
、
個
人
旅
行
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
な

い
状
態
、
現
状
の
ま
ま
で
進
ん
で
いっ
た
場
合
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
昨
年
並
み
、
こ
の
夏
の
状
況
を
参
考

に
す
る
と
国
内
日
帰
り
は
昨
年
対
比
１
５
０
％
程

度
、
宿
泊
は
１
３
０
％
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
ロ
シ
ア
―
ウ
ク
ラ

イ
ナ
間
対
立
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
）
を
し

ま
し
た
。
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が
、
長
期
的
に
は
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

交差点付近の除排雪をしっかりやっていただきたい
去年よりも、もう少し良い形で対応できる
　　　　　　　　　　　　　よう検討したい

波方　真如　議員

　
　
　

登
下
校
時
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
　

今
ま
で
の
点
検
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た

要
対
策
箇
所
は
適
切
に
対
処
さ
れ
て
い
る
か
。

　

本
町
に
お
い
て
の
子
ど
も
が
関
わ
る
事
故
に

つ
い
て
伺
う
。

問 子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

完
全
に
で
き
て
い
る
か
と
い
う
質
問
だ
が
、
こ
れ

は
到
底
完
璧
と
か
完
全
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
を
目
指
し
て
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
か
な
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
国
道
に
つ
い
て
は
国
道
を
管
理
し
て
い
る

部
署
と
の
や
り
取
り
、
道
道
も
同
様
に
管
理
し
て

い
る
部
署
と
の
や
り
取
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
見
守
り
・
不
審
者
対
策
に
つ
い

　
　
　

て
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
時
を
想
定
し

指
導
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
未
然
に
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

問
　

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
「
い
か
の
お
す
し
」
と

いっ
た
万
が一の
際
に
自
ら
身
を
守
る
た
め
の
行
動
に

つ
い
て
指
導
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
学
校
に
お
い
て

し
っ
か
り
と
安
全
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
事
件
や
事
故
に
繋
が
る
よ
う
な
事
態
は
発

生
し
て
い
な
い
。

　

各
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
１
０
０
％
お
さ
え
て
い

る
訳
で
は
な
い
の
で
、
確
認
し
た
上
で
強
化
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を

教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

①
登
下
校
時
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
見
守
り
・
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

③
避
難
・
防
災
訓
練
に
つ
い
て

答

教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
推
進
会
議
を
構
成
す

る
各
団
体
の
努
力
と
工
夫
に
よ
り
、
適
切
に
対
処

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
が
関
わ
る
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、

学
校
生
活
及
び
登
下
校
時
に
発
生
し
た
も
の
と
し

て
は
、
平
成
28
年
５
月
に
倶
知
安
小
学
校
南
側
の

町
道
に
お
け
る
児
童
の
車
道
への
飛
び
出
し
に
よ
る

事
故
が
最
後
で
あ
り
、
近
年
は
事
件
・
事
故
の
件

数
が
極
め
て
少
な
い
状
況
を
維
持
し
て
い
る
。

　
　
　

適
切
に
対
処
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

　
　
　

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
箇
所

も
あ
る
と
思
う
。
も
し
あ
る
の
で
あ
れ
ば
今
後

の
対
処
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

交
通
事
故
に
つ
い
て
最
近
は
無
い
よ
う
で
あ

る
が
、
先
月
、
小
学
生
が
側
溝
に
挟
ま
っ
て
し

ま
い
、
す
ぐ
に
対
処
し
て
い
た
だ
い
た
経
緯
も

あ
る
。
日
々
状
況
は
変
化
す
る
の
で
も
っ
と
気

を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

答

教
育
長

　
　
　

横
断
歩
道
だ
と
思
う
。
先
程
言
わ
れ
た
国

　
　
　

道
や
道
道
の
話
も
そ
う
で
す
が
、
倶
知
安

の
場
合
、
冬
が
き
て
雪
が
積
も
っ
て
横
断
歩
道

が
見
え
な
く
な
る
。
見
え
て
い
る
時
で
も
止
ま

ら
な
い
車
が
多
い
、
そ
れ
は
一
般
車
だ
け
で
は

な
く
、
バ
ス
等
も
含
む
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
声
掛
け

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
冬
の
交
差
点

付
近
の
除
排
雪
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

問
　

本
当
に
道
徳
観
の
問
題
だ
と
思
う
。
で
す
か
ら
、

学
校
だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
ふ
う
に

思
って
い
る
。

　

例
え
ば
、
登
下
校
に
使
う
バ
ス
に
つ
い
て
注
意
喚

起
を
お
願
い
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
、
特
に
や
は
り
警

察
署
の
方
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
こ
か

ら
の
発
信
や
目
を
配
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
対
応
が

ま
ず
は
必
要
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。
除
排
雪

に
つ
い
て
は
、
何
か
と
昨
年
よ
り
も
も
う
少
し
良
い

形
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答

教
育
長

　
　
　

２
０
１
６
年
頃
に
は
車
内
か
ら
声
を
掛
け

　
　
　

ら
れ
る
事
案
が
頻
繁
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
ど
う
や
っ
て
身
を
守
る
か

を
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
る
べ
き
と
思
う
が
、

今
後
そ
の
よ
う
な
指
導
を
行
う
の
か
。

問
　
　
　

避
難
・
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
教
育
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
で
は
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
訓
練
を

行
っ
て
い
る
か
。

問
　

各
学
校
に
お
け
る
訓
練
で
は
、
屋
内
で
密
に
な

る
こ
と
を
避
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
十
分
注
意
し
な

が
ら
訓
練
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
進

め
て
い
る
。

答

教
育
長

答

教
育
長

答

教
育
長

教育長
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図書館と絵本館の総合的な整備が必要
まずは絵本館を更新していくことを
　　　　　　　　第一に取り組んでいきたい

森　禎樹　議員

答

答

町長

町
長

町
長

①
倶
知
安
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
年
齢
、
性
別
、
国
籍

　

を
問
わ
ず
、一人
一人
が
生
き
る
力
を
育
み
、
ふ
る

　

さ
と
倶
知
安
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
活
力
を
育

　

む
拠
点
で
あ
り
た
い
。
こ
う
し
た
図
書
館
の
あ
る

　

倶
知
安
に
住
み
た
い
、
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
て

　

良
か
っ
た
と
思
え
る
た
め
の
図
書
館
。

②
親
子
や
子
ど
も
同
士
、
あ
る
い
は
子
ど
も
と
大
人

　
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
家
庭
教
育
支
援
、
子
育
て
支
援
施
設

　

と
し
て
の
役
割
の一端
も
担
って
い
る
。
最
大
の
課

　

題
は
施
設
の
老
朽
化
。

③
町
の
財
政
状
況
、
あ
る
い
は
合
理
的
な
計
画
性
を

　

持
ち
な
が
ら
、
優
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
課
題
、
今
は
絵
本
館
を
安
心
し
て
利
用

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
ず
は
絵
本
館
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
第
一に

　

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

本
町
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

　
　
　

秘
め
た
図
書
館
の
新
設
は
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
の
中
心
的
な
存
在

と
し
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
あ
る
絵
本
館
は
子
育
て
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
更
な
る
利
便
性
の
向
上
と
機
能
の
充

実
が
必
要
で
す
。

①
本
町
に
必
要
な
図
書
館
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

②
絵
本
館
の
利
用
実
態
と
役
割
、
課
題
は
あ
る
か

③
図
書
館
と
絵
本
館
の
総
合
的
な
整
備
の
検
討
は

　

し
な
い
の
か

問

①
国
、
道
、
よ
う
て
い
農
協
の
支
援
策
が
ど
の
程
度

　

の
割
合
に
な
る
の
か
、
今
後
も
推
移
を
し
ば
ら

　

く
見
極
め
、
広
く
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
令

　

和
５
年
度
の
農
業
振
興
予
算
策
定
に
お
い
て
、

　
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
い
る
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

な
支
援
方
策
に
つい
て
も
さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う

　

な
形
で
の
検
討
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

②
町
と
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
支
援
を
必
要
と
す
る
全
て

　

の
農
業
者
が
円
滑
に
申
請
で
き
る
よ
う
、
農
協
、

　

肥
料
販
売
店
と
十
分
な
連
携
の
下
、
周
知
及
び

　

サ
ポ
ー
ト
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
畑
地
化
の
影
響
を
注
視
し
な
が
ら
、
倶
知
安
土

　

地
改
良
区
と
も
し
っ
か
り
と
協
議
を
行
い
、
今
後

　

の
対
応
に
つい
て
の
検
討
を
進
め
る
。

④
基
本
的
に
受
益
者
に
よ
る
維
持
管
理
が
原
則
と

　

な
り
ま
す
が
、
農
業
者
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

　
い
案
件
に
つい
て
は
、
町
と
し
て
も
緊
急
性
な
ど

　

を
考
慮
し
た
上
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

倶
知
安
町
独
自
の
農
業
支
援
の

検
討
が
必
要

　
　
　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
り
巻

　
　
　

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
者
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

本
町
も
独
自
の
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
国
は
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

つ
い
て
、
要
件
の
厳
格
化
を
進
め
て
い
る
。
交

付
対
象
水
田
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地
に
つ
い
て
、

今
後
５
年
間
で
畑
地
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
収
入
が

大
幅
に
減
り
、
経
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
農
業
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
政
策
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

①
農
業
者
へ
の
直
接
的
支
援
は
検
討
し
て
い
る
の

　

か
。

②
国
で
は
肥
料
価
格
の
高
騰
対
策
支
援
を
決
定

　

し
た
が
、
町
と
し
て
の
関
わ
り
は
ど
う
な
の
か
。

問

③
土
地
改
良
区
へ
の
運
営
支
援
を
検
討
し
て
い
る

　

の
か
。

④
農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
に
関
し
て
は
、
農
業

　

者
任
せ
で
は
な
く
町
も
責
任
を
負
う
べ
き
と
考

　

え
る
が
、
予
算
措
置
も
含
め
た
今
後
の
考
え

　

方
は
。
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教育長

スポーツ指導のための地域おこし協力隊員を
早期募集に向けて検討を進める

作井　繁樹　議員

　
　
　

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お
け
る
今
冬
の
外
国
人

　
　
　

ス
タ
ッ
フ
確
保
は
喫
緊
の
課
題
、
入
国

制
限
の
追
加
緩
和
を
早
急
に
国
に
働
き
か
け
る

べ
き
。

問答

町
長

　

外
国
人
労
働
者
の
受
入
拡
大
、
観
光
協
会
会

長
と
と
も
に
地
元
選
出
代
議
士
に
要
望
書
を
手

交
し
た
。

急
が
れ
る
人
材
確
保

　
　
　

次
年
度
に
は
必
ず
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
た
め

　
　
　

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
す
べ

き
。問答

教
育
長

　

十
分
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

早
期
募
集
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　

二
人
目
の
副
町
長
、
あ
る
い
は
専
門
官
的

　
　
　

な
位
置
付
け
で
の
国
か
ら
の
職
員
派
遣
、

次
年
度
か
ら
の
派
遣
を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

問答

町
長

　

来
年
度
に
向
け
て
積
極
的
に
派
遣
を
働
き
か
け

る
。

　
　
　

人
材
派
遣
型
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
関

　
　
　

係
機
関
へ
働
き
か
け
、
企
業
へ
情
報
発

信
す
べ
き
。

問

答

町
長

　

前
向
き
に
調
査
研
究
す
る
。

答

教
育
長

　

し
っ
か
り
と
研
究
す
る
。

　
　
　

公
営
企
業
化
移
行
へ
の
進
捗
状
況
並
び
に

　
　
　

使
用
料
・
分
担
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

問下
水
道
事
業
の
課
題

答

町
長

　

今
の
と
こ
ろ
移
行
事
務
は
順
調
。
令
和
６
年
度

以
降
に
持
続
可
能
な
使
用
料
・
分
担
金
の
検
証
作

業
を
行
う
。

　
　
　

供
用
開
始
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
、
今
後

　
　
　

の
更
新
計
画
は
。

問答

町
長

　

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
適
正
に
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

を
図
る
。

　
　
　

令
和
12
年
度
ま
で
の
山
田
地
区
に
お
け
る

　
　
　

上
水
の
供
給
増
に
併
せ
て
、
終
末
処
理

場
並
び
に
中
継
ポ
ン
プ
場
も
増
設
さ
れ
る
が
、

年
末
年
始
に
お
け
る
朝
・
晩
ピ
ー
ク
時
の
想
定

処
理
量
、
管
渠
と
中
継
ポ
ン
プ
場
の
処
理
能
力

は
本
当
に
許
容
範
囲
か
。

問

答

町
長

　

現
時
点
で
の
下
水
道
計
画
で
は
、
ピ
ー
ク
時
を

想
定
し
た
計
画
と
な
って
い
る
。

上水の供給増に併せて下水施設も増設される
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この町に住んでいける夢と希望を
官と民が総力を挙げ、まちづくりに取り組んでいきたい

鈴木　保昭　議員

町長

福
祉
に
つ
い
て

公
約
達
成
率

こ
の
他
に
も
２
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

輝
け
る
倶
知
安

答

町
長

　

く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
に
つ
い
て
は
、
策
定
作
業
の

遅
れ
か
ら
今
定
例
会
で
の
提
案
と
い
う
も
の
は
果

た
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
本
当
に
私
が
大
い
に
反
省

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、
責
任
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
。
関
連
す
る
個
別
の
施
策
、
事
業
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
。
何
と
か
再
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
倶
知
安
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

新
幹
線
倶
知
安
駅
が
で
き
る
の
と
同
時
に
、

　
　
　

２
０
３
０
年
に
合
わ
せ
て
15
階
建
て
の

建
物
が
２
棟
、
新
幹
線
倶
知
安
駅
を
挟
ん
で
造
ろ

う
と
い
う
倶
知
安
駅
前
地
区
再
開
発
基
本
構
想
が

素
案
で
は
あ
る
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
町
で
再
開
発
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
新
幹
線
・
高
速
道
路
、
世
界
各
国

か
ら
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、
倶
知
安
町

に
と
っ
て
千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
。

　

倶
知
安
の
町
は
変
わ
り
ま
し
た
ね
と
息
を
呑

む
よ
う
な
、
民
間
が
行
う
再
開
発
計
画
に
倶
知

安
町
が
協
力
し
て
、
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
や
る

か
や
ら
な
い
か
だ
と
考
え
る
。
そ
の
計
画
に
は

公
共
施
設
、
温
泉
、
図
書
館
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

新
幹
線
開
業
に
な
る
と
札
幌
ま
で
わ
ず
か
25

分
、
世
界
に
誇
る
リ
ゾ
ー
ト
に
住
み
た
い
と
い

う
環
境
を
つ
く
る
の
が
我
々
の
大
き
な
仕
事
だ

と
思
う
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
部
に
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
い
け
る
夢
と
希
望
を
次
の
４

年
間
は
勝
負
所
、
ギ
ア
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

私
は
随
分
こ
の
町
は
変
わ
る
と
考
え
る
。
町
長

の
考
え
は
。

問

の
が
、
今
の
倶
知
安
の
置
か
れ
て
い
る
立
ち
位
置
な

の
か
と
強
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
そ
う

いっ
た
形
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

大
事
な
公
約
で
あ
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条

　
　
　

例
」
、
く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
皆
で
育
て
る
と

い
う
よ
う
な
公
約
、
実
施
さ
れ
な
い
間
に
町
長

の
任
期
が
終
わ
る
の
は
大
き
な
責
任
だ
と
考
え

る
。
４
年
間
の
町
長
の
町
政
を
見
て
も
、
何
を

成
果
と
し
て
認
め
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
う
。

　

兵
庫
県
Ａ
市
独
自
の
５
つ
の
無
料
化
、
子
ど

も
の
医
療
費
所
得
制
限
な
し
の
無
料
化
、
中
学
校

の
給
食
費
所
得
制
限
な
し
の
無
料
化
な
ど
、
全

部
無
料
化
に
し
て
も
３
０
０
０
万
円
、
節
約
次

第
で
行
政
か
ら
生
ま
れ
る
金
額
。
子
ど
も
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。
町
長
の

公
約
達
成
率
の
考
え
は
。

問

答

町
長

　

今
回
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
観
光
協
会

だ
け
で
は
な
く
て
、
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
議
会

も
一
緒
に
な
っ
て
手
を
組
ん
で
結
実
し
た
見
事
な
事

業
だ
っ
た
と
感
激
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
が
今
後
の
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
Ｄ

М
Ｏ
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
重
要
な
事
業
と
認
識

し
て
い
る
。
実
施
さ
れ
る
際
に
は
効
果
的
な
活
動

を
下
支
え
し
て
い
く
。

　
　
　

倶
知
安
の
福
祉
が
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
。

　
　
　

進
ん
で
い
る
の
か
遅
れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
と
い
う
も
の
は
今
の
物
価
高
を
考
え
た
時

に
、
至
急
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
る
べ
き
。

問答

町
長

　

福
祉
に
は
理
想
は
あ
っ
て
も
終
わ
り
が
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
福
祉
行
政
を
是
非
と
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
って
い
る
。

　

し
っ
か
り
と
気
配
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
政
策
に
向
け
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

答

町
長

　

倶
知
安
の
顔
づ
く
り
、
そ
し
て
子
ど
も
達
が
こ

の
町
に
誇
り
を
持
て
る
計
画
に
民
間
と一
緒
に
な
っ

て
推
し
進
め
る
、
ま
さ
に
こ
う
いっ
た
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
今
後
、
再
開
発
事
業
の
内
容
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
再
度
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
だ
け
の
力

だ
け
な
ら
一
部
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
官
と
民

が
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

観
光
協
会
に
拍
手
「
二
階
建
て
バ
ス
」

　
　
　

羊
蹄
山
の
麓
、
ニ
セ
コ
の
麓
を
二
階
建
て

　
　
　

バ
ス
を
東
京
か
ら
持
っ
て
き
て
走
ら
せ
る
。

実
施
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
乗
り
越
え
た
こ
と
は

問

拍
手
を
送
り
た
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
倶
知
安

観
光
協
会
一
つ
で
囲
ま
な
い
で
ニ
セ
コ
観
光
協
会
、

バ
ス
会
社
も
東
京
の
バ
ス
会
社
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を

得
て
力
を
結
集
し
て
で
き
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

本
町
と
し
て
、
次
年
度
以
降
も
支
援
を
考
え

て
い
る
の
か
。
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の
が
、
今
の
倶
知
安
の
置
か
れ
て
い
る
立
ち
位
置
な

の
か
と
強
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
そ
う

いっ
た
形
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

障がい者スポーツ競技の普及を
誰にも身近にスポーツができる環境創出をする

古谷　眞司　議員

　
　
　

昨
年
行
わ
れ
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

　
　
　

は
、
本
町
在
住
の
辰
己
博
実
選
手
が
パ
ラ

カ
ヌ
ー
競
技
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
て
「
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
」
を
授
与

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
先
般
の
新
聞
で
も
車
い
す
陸
上
個
人

種
目
で
三
つ
の
日
本
記
録
を
持
つ
中
山
和
美
選

手
が
本
町
へ
移
住
し
、
２
０
２
４
年
パ
リ
を
目

指
す
と
報
道
が
あ
り
、
本
当
に
本
町
に
と
っ
て

誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
、
親
し
め
る
環
境
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

本
町
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
長
、
教
育
長
に
伺
う
。

問
　

世
界
的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト

の
辰
己
博
実
選
手
、
そ
し
て
中
山
和
美
選
手
が
本

町
に
在
住
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
の
姿
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
町
民
の
方
々
が
そ
の
勇
姿
に
元
気
と
勇
気
を
も

ら
って
い
る
。

　

本
町
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
は
本
町
独
自

の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、

平
成
28
年
９
月
、
本
町
に
お
い
て
16
年
ぶ
り
と
な

る
後
志
身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
倶
知
安
町
の
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
28

名
を
含
む
後
志
管
内
17
町
村
か
ら
総
勢
３
０
０
名

が
参
加
し
た
。

　

本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
令
和
元
年
を
最
後
に
開
催
が
中

止
と
な
って
い
る
現
状
。

　

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
第
３
次
倶
知
安
町

障
が
い
者
計
画
に
お
い
て
、障
が
い
を
持
つ
方
に
と
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
、
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
な
活
動
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

今
後
も
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ

き
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
誰
も
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
今

後
も
教
育
委
員
会
部
局
、
あ
る
い
は
福
祉
関
係
の

各
団
体
と
も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

教育長

　

本
町
に
拠
点
を
置
く
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
は

町
民
に
と
っ
て
も
大
変
誇
ら
し
い
も
の
と
感
じ
て
い

る
。

　

両
選
手
と
も
に
本
町
の
総
合
体
育
館
を
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
度
は
車
い
す
で
の
利
用
も
想

定
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を

行
う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
。

　

現
時
点
で
は
、
本
町
に
お
い
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
特
化
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
に

は
な
い
が
、
令
和
４
年
３
月
に
制
定
し
た
第
３
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
お
い
て
、
新
た
な
三
つ
の
視
点

の一つ
と
し
て
、
年
齢
や
性
別
・
障
が
い
・
経
済
な

ど
に
よ
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き

る
社
会
の
実
現
が
加
わ
っ
て
お
り
、
誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
場
づ
く
り
等
の
機
会
提
供

に
つい
て
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
施
策
は
多
く
な
い
が
、

早
期
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
合
体
育
館
ト
イ
レ
の

改
修
を
は
じ
め
と
す
る
各
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
の
推
進
な
ど
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
創
出
の
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ

答

教
育
長

答

町
長

　
　
　

障
が
い
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
よ
っ

　
　
　

て
違
う
。
今
あ
る
施
設
環
境
が
、
障
が
い

を
持
っ
た
方
に
と
っ
て
ど
ん
な
環
境
に
あ
る
か

を
検
証
す
べ
き
。

　

た
だ
単
に
多
目
的
ト
イ
レ
や
身
体
障
が
い
者

用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
れ
ば
良
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
実
際
に
使
い
や
す
い
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

体
育
館
等
の
施
設
整
備
計
画
も
出
さ
れ
て
い

る
。
我
々
の
目
線
で
は
な
く
、
利
用
さ
れ
る
人

た
ち
の
目
線
を
実
際
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
考

え
る
が
、
町
長
に
伺
う
。

問
　

公
共
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
で
配
慮
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
の
生
の
声
を
聞
い
て
参
考
に
取
り
組
む

こ
と
は
今
ま
で
聞
い
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
聞
く
機
会
を
導
入
し
、
施
設
整
備
、

環
境
整
備
を
整
え
て
い
く
。

答

町
長

フ
ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
単
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と
い
う

こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
障
が
い
者
の
方
々
自
身
の
新
た

な
可
能
性
や
能
力
に
気
づ
く
と
い
う
側
面
も
大
き

い
と
感
じ
て
い
る
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
施
設
と
い
う
箱
物
に

つ
い
て
も
人
的
な
対
応
等
に
つ
い
て
も
今
後
具
体
的

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答

教
育
長
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今後についての子育て支援、果敢に進めて欲しい
積極的に果敢に進めていきたい

門田　淳　議員

　
　
　

①
町
長
の
子
育
て
支
援
公
約
の
達
成
度
に

　
　
　
　

つ
い
て

②
今
後
の
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

問答

町
長

【
子
育
て
支
援
公
約
の
達
成
度
に
つい
て
】

①
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
の
制
定
は
、
12
月
定
例
議
会

　

提
案
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
現
在
の
保
健
福
祉
会
館
内
に
、
絵
本
館
に
代
わ
る

　

く
っ
ち
ゃ
ん
子
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
隣
接
す
る

　

公
園
も
活
用
し
、
四
季
を
通
し
て
学
び
、
遊
べ
る

　

新
た
な
居
場
所
づ
く
り
に
つい
て
整
備
手
法
な
ど

　

を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

③
医
療
の
確
保
、
充
実
に
つい
て
は
現
在
、
産
婦
人

　

科
医
１
名
が
常
勤
し
、
出
張
医
が
１
名
、
ま
た

　

小
児
科
医
は
１
名
が
常
勤
し
、
毎
週
金
曜
日
に

　

出
張
医
の
１
名
、
そ
う
いっ
た
体
制
の
確
保
に
努

　

め
て
い
る
の
と
、
倶
知
安
厚
生
病
院
の
第
２
期
整

　

備
事
業
と
し
て
工
事
が
始
ま
って
い
る
。

④
三
つ
の
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も
の
新
２
号
認
定
や

　
一時
預
か
り
保
育
を
実
施
し
、
各
園
で
の
子
ど
も

　

の
預
か
り
時
間
の
拡
大
を
図
って
い
る
。

⑤
子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、
新
た
な
取
組
を
は
じ

　

め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
も
含
め
て
、
着
実
に
充
実

　

し
て
き
て
い
る
。

【
今
後
の
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つい
て
】

　

今
年
度
は
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョン
ス
ク
リ
ー
ナ
を
導
入

し
、
３
歳
児
健
診
に
お
い
て
屈
折
検
査
を
実
施
し
、

弱
視
等
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
支
援
関
連
は
、子
育
て
短
期
支
援
事
業
、

ま
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
利
用
す
る
希
望

町長

子
育
て
支
援
の
公
約
に
つ
い
て

者
全
て
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
環
境
の
充
実
を
よ

り
一層
図
って
い
る
。

答

町
長

①
年
度
末
ま
で
約
８
億
円
台
後
半
の
収
入
額
に
な
る

　

の
で
は
な
い
か
と
推
計
し
て
い
る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

　

数
、
こ
れ
を
年
々
増
や
し
て
い
る
。

③
見
せ
方
の
工
夫
に
つい
て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
、

　

寄
附
す
る
方
々
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

　

分
か
り
や
す
く
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

　

で
い
く
。

　
　
　

今
回
の
公
約
で
形
に
で
き
な
か
っ
た
部
分

　
　
　

を
し
っ
か
り
原
因
を
追
究
し
な
い
と
、

公
約
を
挙
げ
て
も
具
体
的
に
進
ん
で
い
け
る
の
か
。

問答

町
長

　

こ
の
４
年
間
で
公
約
に
書
い
た
形
と
し
て
残
す
こ

と
は
、
残
念
な
が
ら
で
き
そ
う
も
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
の
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
。
鋭
意
努

力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

今
後
に
つ
い
て
の
子
育
て
支
援
、
果
敢
に

　
　
　

進
め
て
欲
し
い
。

問答

町
長

　

積
極
的
に
果
敢
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

①
今
年
度
の
状
況
は
。

　
　
　

②
納
付
促
進
に
お
い
て
工
夫
さ
れ
て
い

る
点
は
。

③
何
に
使
っ
た
な
ど
、
さ
ら
な
る
見
え
る
化
が
必

　

要
で
は
な
い
か
。

問ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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当初予定の１，０００㎡から１０倍の１０，０００㎡まで
　　　　　　　　床面積規制を緩和提案した理由は

宿泊収容人数の上限などを設け、適用除外を活用して許可

田中　義人　議員

町長

こ
の
他
、
町
営
プ
ー
ル
建
て
替
え
ま
で
の
代
替

場
所
に
つ
い
て
、
町
長
と
教
育
長
に
質
問
を
し

ま
し
た
。

答

町
長

①
ス
キ
ー
場
か
ら
少
し
離
れ
た
森
林
豊
か
な
地
域

　

な
ど
を
対
象
に
、
緑
を
多
く
残
す
こ
と
、
宿
泊

　

施
設
の
開
発
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、
景
観
地
区

　

特
定
用
途
制
限
地
域
の
ル
ー
ル
の
見
直
し
（
最
大

　

床
面
積
や
宿
泊
可
能
人
数
の
設
定
な
ど
）
を
進

　

め
て
い
る
。

　
　

既
に
開
発
許
可
が
出
て
い
る
計
画
、
既
に
工
事

　
に
着
手
し
て
い
る
区
域
に
限
り
、
ル
ー
ル
施
行
か
ら

　
２
～
３
年
程
度
を
猶
予
す
る
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

倶
知
安
町
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お
け
る
建
築

　

物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例
、
こ
の
中
の

　

第
７
条
に
規
定
し
て
い
る
「
適
用
除
外
」
を
活

　

用
し
て
、
ス
プ
ロ
ー
ル
抑
制
に
つ
な
が
る
宿
泊
収
容

　

人
数
の
上
限
な
ど
の
審
査
基
準
を
設
け
て
、
そ

　

れ
を
満
た
し
た
建
築
物
に
限
り
延
べ
床
面
積

　

１
０
０
０
０
㎡
ま
で
の
建
築
物
を
許
可
す
る
案
と

　

し
た
。

　
　
　

④
花
園
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
が
進
み
、
水
が

　
　
　
　

足
り
な
く
な
っ
た
時
に
は
倶
知
安
町

が
水
を
供
給
す
る
協
議
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際

の
見
込
み
費
用
は
。

問

者
全
て
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
環
境
の
充
実
を
よ

り
一層
図
って
い
る
。

　
　
　

①
北
海
道
よ
り
開
発
許
可
を
受
け
た
計
画

　
　
　
　

で
は
、
今
後
数
年
間
で
宿
泊
可
能
者
数

は
現
在
の
倍
に
当
た
る
お
よ
そ
３
５
０
０
０
人

と
な
り
、
山
積
し
て
い
る
課
題
も
解
決
し
な
い

ま
ま
倍
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
対
応

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
生
み
出
す

数
多
く
の
困
難
に
つ
い
て

答

町
長

②
ス
キ
ー
場
か
ら
離
れ
た
地
域
の
開
発
拡
大
抑
止
を

　

目
的
に
、
最
大
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
㎡
以
下
と

　

し
て
検
討
し
て
き
た
。

　
　

検
討
部
会
か
ら
規
制
が
厳
し
い
と
の
意
見
を

　

受
け
、
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
㎡
以
下
も
含
め
て

　

宿
泊
施
設
の
全
て
を
禁
止
と
し
た
上
で
、
現
行
の

　
　
　

②
開
発
を
抑
え
る
た
め
に
進
め
て
き
た
条

　
　
　
　

例
な
ど
の
規
制
を
、
当
初
の
案
よ
り

10
倍
と
な
る
、
最
大
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
㎡

か
ら
１
０
０
０
０
㎡
へ
と
緩
和
す
る
提
案
を
議
会

に
示
す
前
に
、
検
討
部
会
に
示
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

問

　
　
　

③
観
光
事
業
者
、
不
動
産
開
発
事
業
者
と

　
　
　
　

地
元
住
民
と
の
関
係
性
を
向
上
さ
せ
る

政
策
が
（
町
か
ら
）
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

開
発
が
進
む
に
つ
れ
行
政
需
要
が
高
ま
り
、
財

政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
負
担
に

公
平
性
を
も
た
せ
る
た
め
、
新
た
な
法
定
外
が
有

効
と
提
唱
し
て
き
た
。

　

庁
舎
内
の
法
定
外
税
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
以
下
Ｐ
Ｔ
）
で
の
検
討
の
進
捗
を
伺
う
。

問

④
平
成
21
年
９
月
に
花
園
開
発
計
画
の
事
業
者
と

　

上
水
道
計
画
の
協
議
を
行
っ
た
。
計
画
に
お
け
る

　

計
画
給
水
量
は
１
日
５
８
８
０
ト
ン
と
な
って
お

　

り
、
東
急
不
動
産
㈱
が
管
理
す
る
専
用
水
道
で
は

　

１
日
当
た
り
４
３
０
０
ト
ン
。
不
足
分
は
倶
知
安
町

　

が
上
水
を
供
給
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
と
し
た
。

　
　

計
画
区
域
への
上
水
の
供
給
に
つい
て
は
４
キ
ロ

　

程
度
の
管
渠
お
よ
び
附
帯
施
設
の
工
事
が
必
要

　

と
な
る
が
、
そ
れ
は
開
発
事
業
者
の
負
担
と
し
、

　

今
後
は
ス
ケ
ジ
ュー
ル
、
供
給
量
、
工
事
負
担
金

　

等
に
つい
て
協
議
継
続
と
し
て
い
る
。

総務常任委員会での先進地視察

③
庁
舎
内
の
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の
職
員
が
、
７
月
の
総
務

　

常
任
委
員
会
の
熱
海
市
、
京
都
市
、
箕
面
市
の

　

視
察
に
随
行
し
た
。

　
　

ま
ず
は
法
定
外
税
導
入
の
目
的
・
財
収
需
要
・

　

課
税
対
象
等
を
し
っ
か
り
整
理
す
る
よ
う
指
示

　

し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
税
の
３
大
原
則
の
公
平
・
中
立
・
簡
素

　

を
大
前
提
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

答

町
長

答

町
長
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外国人患者通訳サービス事業補助金、当該事業の経緯は
佐藤　英俊　議員

倶知安厚生病院への対応の仕方、
　　　　補助金のあり方は改めて協議したい

育長町長

　
　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
の
海
外
保
険
加
入
の

　
　
　

有
無
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
一
般
的

に
通
訳
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
医
療
行
為
に
支

障
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
保
険
金
で
カ

バ
ー
さ
れ
る
。

　

平
成
31
年
に
厚
労
省
医
政
局
総
務
課
長
、
同

局
医
療
経
営
支
援
課
長
の
両
名
よ
り
、
各
都
道

府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
に
通
達
が
あ
り
、

そ
の
中
に
通
訳
料
請
求
の
件
も
記
載
が
あ
り
、

今
後
、
倶
知
安
厚
生
病
院
と
協
議
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

問答

町
長

　

当
時
、
平
成
19
年
１
月
16
日
に
通
訳
者
等
の
人

材
の
手
配
、
あ
る
い
は
財
源
的
な
部
分
に
つ
い
て
倶

知
安
厚
生
病
院
か
ら
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

平
成
19
年
２
月
19
日
に
補
助
金
交
付
を
最
初
に

行
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
度
、
通
訳
者
等
に
係

る
経
費
の
２
分
の
１
相
当
を
補
助
し
て
き
た
と
い

う
経
緯
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
係
る
通
訳
料
請
求
の
件

に
つ
い
て
は
、
今
後
こ
の
通
知
に
基
づ
い
た
倶
知
安

厚
生
病
院
への
対
応
の
仕
方
、
あ
る
い
は
補
助
金
の

あ
り
方
に
つい
て
は
改
め
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
他
に
も
７
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

町
営
プ
ー
ル
建
替
え
に
つ
い
て

　
　
　

８
月
10
日
の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
て

　
　
　

プ
ー
ル
建
替
基
本
構
想
（
素
案
）
が
示
さ
れ
、

平
面
図
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
町
民
の
方
々
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
も
別
冊
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　

自
由
記
載
、
意
見
・
要
望
が
１
２
７
件
、
記
入

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ハ
ッ
キ
リ
と
文
字
と
し

て
温
浴
、
あ
る
い
は
温
泉
で
す
と
か
サ
ウ
ナ
等
の

具
体
的
な
施
設
を
希
望
す
る
方
が
23
件
の
18
％
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
あ
れ
ば
望
ま
し
い
施
設

だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
選
択
項
目
が
お
そ
ら
く

設
け
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
温
浴
施
設
な

り
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
希
望
の
件
数

が
増
え
た
か
な
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
点
を
踏

ま
え
、
教
育
長
に
伺
う
。

　

温
浴
施
設
を
組
み
入
れ
る
検
討
を
行
っ
た
の

か
。
検
討
の
結
果
、
建
設
コ
ス
ト
、
予
定
さ
れ
る

建
設
用
地
の
確
保
な
ど
の
要
因
に
よ
り
除
外
し
た

の
か
。
当
初
か
ら
除
外
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理

由
は
。

答

教
育
長

　

町
営
プ
ー
ル
建
替
え
に
向
け
た
基
本
構
想
業
務

を
進
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
利
用
者
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、
町

民
の
声
を
聴
く
こ
と
を
大
切
に
多
く
の
時
間
を
か

け
て
検
討
し
て
き
た
。

　

基
本
構
想
の
素
案
の
段
階
に
お
い
て
は
、
整
備

の
配
置
イ
メ
ー
ジ
図
に
具
体
的
な
明
記
こ
そ
で
き

て
い
な
い
。
佐
藤
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
入
浴
設
備
に
関

す
る
意
向
は
高
く
、
町
民
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
は
十

分
に
理
解
を
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
議
論
か
ら
外

す
つ
も
り
は
な
い
。

　

既
存
の
町
有
地
の
活
用
を
前
提
と
す
る
本
事
業

に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
温
浴
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
基
本
的
方
針

で
あ
る
多
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
を

掲
げ
る
中
で
、
小
規
模
な
も
の
と
は
な
る
が
プ
ー
ル

や
施
設
利
用
者
が
活
用
で
き
る
規
模
の
入
浴
設
備

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
併
せ
て
町
内
で
入
浴
が

困
難
な
方
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
も
一
定
程
度
ご
利

用
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し

検
討
し
て
い
く
。

構想案における現時点での諸室の配置イメージ
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町民に愛される公園を
小川　不朽　議員

身近で愛される公園となるよう整備を進めていく育長町長

　
　
　

都
市
計
画
に
お
け
る
公
園
は
、
住
民
の
屋

　
　
　

外
に
お
け
る
休
息
や
鑑
賞
、
遊
戯
、
運

動
そ
の
他
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
用
に
供
す
る
と

と
も
に
、
都
市
環
境
の
保
全
・
改
善
に
資
す
る

た
め
の
施
設
で
あ
る
。
以
下
、
質
問
す
る
。

①
町
は
２
０
１
２
年
か
ら
10
年
間
の
「
倶
知
安
町

　

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
　

こ
の
計
画
終
了
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
総
括

　

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
10
年
間
の
新
た
な
計

　

画
実
施
へ
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

②
庁
舎
内
に
「
旭
ケ
丘
総
合
公
園
の
あ
り
方
検
討

　

会
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、
検
討
会
の
目
的
な
ど

　

概
略
を
伺
う
。

問答

町
長

①
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
の
成
果
と
し
て
、
六

　

郷
鉄
道
記
念
公
園
の
ト
イ
レ
の
改
修
、
わ
ん
ぱ
く

　

広
場
や
ど
ん
ぐ
り
公
園
の
複
合
遊
具
の
更
新
な
ど

　

が
主
な
も
の
と
な
って
い
る
。

　
　

ま
た
、
課
題
と
し
て
交
付
金
制
度
変
更
に
伴

　
い
財
政
面
の
制
約
が
発
生
し
予
定
よ
り
各
公
園

　
の
老
朽
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

今
後
10
年
間
の
新
た
な
計
画
実
施
への
意
気
込

　

み
に
つい
て
、
変
わ
ら
ぬ
公
園
機
能
と
し
て
の
役

　

割
を
大
切
に
し
、
安
ら
げ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
多

　

様
な
活
動
の
場
、
憩
い
の
場
、
休
息
の
場
と
な
っ

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
身
近
で
愛
さ
れ
る
公
園

　

と
な
る
よ
う
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
整
備
を

　

進
め
て
い
く
。

②
旭
ケ
丘
総
合
公
園
は
、
昭
和
57
年
策
定
の
「
旭

　

ケ
丘
総
合
公
園
基
本
構
想
」
を
も
と
に
現
在
活

　

用
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
の
新
幹
線
駅
開
業

　

や
高
速
道
路
開
通
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民

　

の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化
が
今
後
見
込
ま
れ
る
。

　
　

各
課
共
通
認
識
の
も
と
、
連
携
を
図
り
な
が

　

ら
検
討
を
行
い
、
今
後
は
各
課
が
持
つ
課
題
を

　

洗
い
出
し
、
方
向
性
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　

そ
の
後
、
町
民
への
ヒ
ア
リ
ン
グ
、ワ
ー
ク
シ
ョッ

　

プ
な
ど
を
展
開
し
、
年
度
内
を
め
ど
と
し
て
旭
ケ

　

丘
総
合
公
園
の
求
め
ら
れ
る
姿
、
今
後
の
方
針
に

　
つい
て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

防
災
行
政
無
線
は
、
屋
外
拡
声
器
や
戸
別

　
　
　

受
信
機
を
介
し
て
、
市
町
村
役
場
か
ら

住
民
等
に
対
し
て
直
接
・
同
時
に
防
災
情
報
や

行
政
情
報
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
以
下
、

質
問
す
る
。

①
屋
外
拡
声
器
は
倶
知
安
町
に
お
い
て
現
在
、
何

　

基
設
置
さ
れ
、
町
全
域
を
網
羅
で
き
て
い
る
の

　

か
。
ま
た
、
戸
別
受
信
機
の
普
及
状
況
（
貸
出

　

状
況
）
を
伺
う
。

②
『
あ
い
の
鐘
』（
毎
日
定
時
の
チ
ャ
イ
ム
）
放
送

　

は
一
般
行
政
事
務
に
使
用
で
き
る
と
し
て
の
放

　

送
と
理
解
し
て
い
る
。
今
年
７
月
か
ら
復
活

　

し
た
経
過
と
今
後
の
放
送
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

問防
災
行
政
無
線
と

『
あ
い
の
鐘
』
の
復
活
に
つ
い
て

答

町
長

①
町
内
に
は
現
在
、
屋
外
拡
声
器
を
24
か
所
設
置

　

し
て
い
る
。
郊
外
区
域
や
市
街
地
で
も
音
が
届

　

か
な
い
・
聞
こ
え
づ
ら
い
世
帯
に
は
申
請
を
受
け

　

て
戸
別
受
信
機
を
配
布
し
て
い
る
。

　
　

戸
別
受
信
機
は
現
在
２
５
２
３
台
を
貸
与
し
、

　

災
害
の
情
報
を
早
急
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
配
備

　

し
て
い
る
。
配
布
対
象
と
な
る
町
民
や
町
内
会

　
へ
引
き
続
き
周
知
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

②
『
あ
い
の
鐘
』
放
送
に
つい
て
、昨
年
実
施
の
「
ま

　

ち
ト
ー
ク
」
の
中
で
参
加
し
た
町
民
か
ら
、
児
童

　

の
帰
宅
時
間
の
目
安
に
な
る
よ
う
夕
方
の
放
送

　

再
開
を
望
む
声
が
あ
り
、
町
と
し
て
そ
の
声
を

　

受
け
、
改
め
て
検
討
し
た
。
通
常
時
の
屋
外
拡

　

声
器
試
験
放
送
も
兼
ね
て
定
時
放
送
を
再
開
す

　

る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
『
庁
議
規
則
』
改
正

に
よ
り
、
所
期
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
）

を
し
ま
し
た
。

　
　

小
学
生
帰
宅
時
間

　

の
30
分
前
の
定
時
放
送

　

と
し
、
11
月
１
日
か
ら

　

は
午
後
３
時
30
分
に
放

　

送
し
た
い
と
考
え
て
い

　

る
。
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「ひとり親家庭」 町による支援が必要だ
しっかりと話を聞き対応する 気軽に相談を

笠原　啓仁　議員

町長

「
福
祉
灯
油
」

支
給
条
件
の
見
直
し
が
必
要
で
は

答

町
長

　
　

質
問
に
あ
っ
た
よ
う
な
深
刻
な
ケ
ー
ス
（
ひ
と
り

　

親
家
庭
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
）
は
、
今
後
も
あ
り
得

　

る
話
だ
。
問
題
が
起
き
た
場
合
は
、
し
っ
か
り
と

　

話
を
聞
き
、
手
立
て
が
な
い
か
ど
う
か
を
方
々

　

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
役
場
の

　
「
こ
ど
も
未
来
課
」に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
子
ど
も
を
泊
ま
り
で
預
け
ら
れ
る
施
設
は
本
町

　

に
は
な
い
が
、
本
年
度
か
ら
児
童
福
祉
施
設
に
お

　
い
て
、
養
育
保
護
を
目
的
と
し
た
子
育
て
短
期

　

支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
事
業
は
、
蘭

　

越
町
に
あ
る
児
童
養
護
・
北
海
道
愛
星
学
園
と

　
　
　

身
近
に
親
戚
な
ど
頼
る
相
手
が
い
な
い

　
　
　

「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
方
か
ら
、
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
大
変
辛
い
思
い
を
し
た
と
の
話
を
聞
い

た
。
以
下
の
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
子
ど
も
の
預
け
場
所
に
つ
い
て

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
御
さ
ん
（
身
近
に
頼
る

　

人
が
い
な
い
方
）
が
入
院
し
た
場
合
な
ど
に
、

　

子
ど
も
を
泊
ま
り
で
預
け
ら
れ
る
場
所
は
本
町

　

に
あ
る
か
。

②
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
行
政
の
関
わ
り
に
に
つ
い
て

　
　

子
ど
も
を
気
軽
に
預
け
ら
れ
る
方
法
に
、
ベ

　

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
活
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

　

い
る
。
本
町
で
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
情
は
ど

　

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

　

の
増
員
に
向
け
て
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

　

が
で
き
る
か
。

③
泊
ま
り
で
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
公
的
施
設
の

　

設
置
に
つ
い
て

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
御
さ
ん
に
何
か
あ
っ
た

　

場
合
、
子
ど
も
を
泊
ま
り
で
預
け
ら
れ
る
公
的

　

施
設
の
設
置
（
例
え
ば
保
育
所
の
夜
間
運
営
）

　

は
無
理
か
。

問

　

の
委
託
契
約
に
よ
って
行
って
い
る
。
ひ
と
り
親

　

家
庭
で
、
養
育
が
困
難
と
な
っ
た
方
の
利
用
も

　

可
能
だ
。
今
後
、
そ
う
いっ
た
部
分
の
周
知
を
さ

　

ら
に
広
め
て
い
き
た
い
。

②
町
内
の
認
可
外
保
育
事
業
所
の
う
ち
、
ベ
ビ
ー

　

シ
ッ
タ
ー
の
登
録
も
併
せ
て
行
って
い
る
事
業
所
が

　

２
か
所
あ
る
。
し
か
し
、
２
か
所
と
も
一人
で
運

　

営
し
て
お
り
、
周
知
も
口
コ
ミ
な
ど
で
対
応
し

　

て
い
る
よ
う
だ
。
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
含
む
子
育

　

て
支
援
に
つい
て
は
今
後
、
町
と
し
て
ニ
ー
ズ
等
の

　

把
握
を
行
って
い
き
た
い
。

③
厚
生
労
働
省
は
認
可
で
行
わ
れ
る
夜
間
の
保
育

　

を
原
則
22
時
ま
で
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
定
員
20

　

名
以
上
と
い
う
条
件
を
付
け
て
い
る
。
子
ど
も
を

　

泊
ま
り
で
預
け
ら
れ
る
公
的
施
設
の
設
置
は
、

　

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
し
か
し
、
ひ
と
り
親

　

家
庭
で一時
的
に
子
ど
も
を
養
育
す
る
こ
と
が
困

　

難
と
な
っ
た
場
合
は
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　

を
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
物
価
の
高
騰
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
情
勢
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
本
町

と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
情
勢
と
国
や
北
海
道
の
動

向
を
注
視
し
、
町
民
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

独
自
の
施
策
を
検
討
し
、
対
応
し
て
い
く
。

答

町
長

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
が
、
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
土

曜
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町
内
全
て

の
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
土
曜
保
育
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
根
気
強
く
取
り
組
ん

で
き
た
職
員
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。

　
　
　

灯
油
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。
今
年

　
　
　

の
冬
も
支
給
条
件
の
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

１
０
０
円
を
超
え
る
の
は
確
実
だ
（
私
の
取
引

業
者
の
９
月
８
日
時
点
の
価
格
は
１
２
３
円
）
。

　

灯
油
だ
け
で
な
く
、
食
料
品
な
ど
生
活
必
需

品
の
価
格
も
軒
並
み
上
が
っ
て
い
る
。
生
活
は

苦
し
く
な
る
一
方
だ
。

　

「
福
祉
灯
油
」
（
冬
季
生
活
支
援
費
助
成
事
業
）

の
支
給
額
を
含
め
た
支
給
条
件
の
見
直
し
（
緩

和
）
を
す
べ
き
時
期
と
思
う
が
、
ど
う
か
。　
　
　

問

「
こ
ど
も
園
の
土
曜
保
育
」

来
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
を

　
　
　

町
内
に
あ
る
３
つ
の
こ
ど
も
園
の
う
ち
、

　
　
　

土
曜
保
育
が
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
の
は

１
園
の
み
。
こ
の
園
の
土
曜
保
育
実
施
で
、
本

町
の
新
た
な
子
育
て
制
度
は
完
全
実
施
と
な
る
。

来
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に
向
け
、
町
と
し
て

の
取
り
組
み
を
強
め
る
べ
き
。

問
　

こ
の
他
に
、

①
「
『
議
会
の
通
年
会
期
制
』
町
側
は
ど
う
考
え

　
　

 

る
か
」

②
「
『
災
害
対
策
』
無
線
の
活
用
と
避
難
訓
練
は

　
　

 

十
分
か
」

③
「
『
転
車
台
』
残
せ
な
い
か
」

　

の
３
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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町長
高齢者支援・子育て支援・弱者への支援がまちづくりの原点

自助・互助・共助・公助を軸として進めていく

原田　芳男　議員

答

答

町
長

町
長

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
緊
急
通
報

装
置
の
設
置
が
必
要

　
　
　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
所
得
制
限
の
廃
止
、
玄

　
　
　

関
前
の
置
き
雪
の
解
消
・
高
齢
者
世
帯

の
除
雪
援
助
な
ど
除
雪
の
充
実
を
図
っ
て
快
適

な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
や
夜
間
保

育
・
延
長
保
育
・
親
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
保

育
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
高
齢
者
支
援
・
子
育
て

支
援
・
弱
者
へ
の
支
援
が
原
点
に
な
る
と
思
う

が
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

問
　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
今
ま
で
所
得
に
よ
って

所
得
制
限
を
お
願
い
し
て
い
る
。
街
中
移
動
の
交

通
手
段
と
し
て
は
「
じ
ゃ
が
り
ん
号
」
や
試
験
的

に
行
っ
て
い
る
「
じ
ゃ
が
た
く
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
も
含
め
て

今
後
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
の
除
雪
支
援
に
つ
い
て
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
短
期
支
援

事
業
活
用
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
。
住

民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
福
祉
施
策
を
図
る

こ
と
を
念
頭
に
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
を
軸

と
し
て
進
め
て
い
く
。

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
町
政
を

な
ど
、
緊
急
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
全
て
の

ト
イ
レ
に
設
置
が
必
要
で
は
と
思
う
が
、
答
弁

を
求
め
ま
す
。　

　

公
園
の
ト
イ
レ
な
ど
を
含
め
31
施
設
が
あ
る
が
、

緊
急
通
報
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
は
庁
舎

各
階
、
保
健
福
祉
会
館
、
サ
ン・ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、

六
郷
鉄
道
記
念
公
園
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
の
改
修
や
建
て
替
え
を
す
る
際
に

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

施
設
に
つ
い
て
は
、
京
極
町
を
含
む
近
隣
町
村
と

調
整
を
進
め
て
い
る
。
交
通
に
つ
い
て
は
路
線
バ
ス

の
運
賃
助
成
や
借
上
バ
ス
で
の
送
迎
な
ど
、
支
援

策
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

役
場
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
各
階
に
１
か
所
あ

　
　
　

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
に
緊
急
通
報

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ト
イ
レ
で
の
病
気

問

答

教
育
長

　

教
育
委
員
会
関
係
で
は
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
４
施
設
10
か
所
の
設
置
と
な
って
い
る
。
今
後
ト

イ
レ
の
整
備
改
修
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
営
プ
ー
ル
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
２
０
２
３
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　

町
営
プ
ー
ル
建
替
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ

　
　
　

て
い
る
が
、
い
つ
町
民
は
プ
ー
ル
の
利

用
が
で
き
る
の
か
が
一
番
気
に
か
か
る
。

　

ま
た
、
現
在
ホ
テ
ル
ア
ル
ペ
ン
の
プ
ー
ル
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
２
０
２
３

年
は
改
修
に
伴
う
休
業
と
い
う
こ
と
で
ど
う
す

る
の
か
。

　

ま
た
、
遠
距
離
に
な
っ
た
時
の
交
通
手
段
な

ど
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

教
育
長

　

い
つ
使
え
る
か
に
つ
い
て
、
最
短
で
令
和
８
年
供

用
開
始
を
目
指
し
た
い
。
ア
ル
ペン
ホ
テ
ル
の
代
替

肥
料
高
騰
対
策
の
的
確
な
情
報
提

供
に
つ
い
て

　
　
　

肥
料
高
騰
問
題
は
農
家
に
と
っ
て
死
活
問

　
　
　

題
で
あ
り
、
対
策
を
ど
う
す
れ
ば
と
思
い

悩
む
問
題
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
る
中
で
的
確
な
情
報

提
供
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
る
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

問答

町
長

　

肥
料
高
騰
対
策
の
事
業
の
取
り
組
み
は
農
協
、

販
売
店
で
作
る
グ
ル
ー
プ
や
農
業
者
５
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
北
海
道
の
協
議
会
に
申
請
す
る
こ
と
に

な
る
。
全
て
の
農
業
者
が
円
滑
に
申
請
で
き
る
よ

う
周
知
及
び
サ
ポ
ー
ト
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
倍
元
首
相
の
国
葬
に
つ
い
て

　
　
　

凶
弾
に
倒
れ
た
安
倍
元
首
相
の
ご
冥
福
を

　
　
　

心
か
ら
お
祈
り
す
る
。
世
論
調
査
で
も

多
く
の
国
民
が
反
対
し
て
い
る
国
葬
を
強
行
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
町
と
し
て
庁
舎
や
学

校
な
ど
に
半
旗
の
掲
揚
な
ど
町
民
へ
の
弔
意
の

押
し
付
け
は
慎
む
べ
き
と
考
え
る
。

問答

町
長

　

本
町
で
は
役
場
職
員
へ
の
黙
と
う
の
呼
び
か
け

や
学
校
への
半
旗
の
掲
揚
な
ど
は
求
め
な
い
が
、
役

場
庁
舎
に
お
い
て
は
国
葬
の
観
点
か
ら
半
旗
を
掲

げ
弔
意
を
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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認知症の人と家族の一体的支援について
認知症の正しい知識と対応についての
　　　　　普及啓発活動に努めてまいりたい

坂井　美穂　議員

答

答

町長

町
長

町
長

①
意
義
は
理
解
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
実
施
は

　

し
て
い
な
い
。

②
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
町
内
に
１
か
所
。
令
和
２
年

　

度
か
ら
感
染
症
の
流
行
で
実
績
が
な
い
。

③
本
町
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
兼
務
。

④
今
年
度
、
既
に
４
回
の
講
座
を
開
催
し
、
受
講
者

　

の
１
０
０
人
が
新
た
に
キ
ャ
ラ
バン
メ
イ
ト
と
し
て

　

登
録
。
現
在
、
延
べ
６
５
０
人
。

　
　

今
後
も
幅
広
い
年
代
の
多
く
の
皆
さ
ん
へ
認
知

　

症
の
正
し
い
知
識
と
対
応
に
つい
て
の
普
及
啓
発

　

活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

当
事
者
と
そ
の
家
族
が
よ
り
良
い
関
係
性

　
　
　

で
在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
厚
生
労

働
省
は
今
年
度
か
ら
認
知
症
の
人
と
家
族
へ
の

一
体
的
支
援
を
す
る
地
区
町
村
へ
の
補
助
に
乗

り
出
し
て
い
る
。

①
こ
の
補
助
事
業
に
対
す
る
町
長
の
考
え

②
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
現
状

③
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
役
割

④
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
増
加
へ
の
取
り
組
み
と

　

そ
の
登
録
状
況

⑤
教
育
現
場
で
の
認
知
症
理
解
の
取
り
組
み

　

そ
れ
ぞ
れ
町
長
、
教
育
長
に
伺
う
。

問

備
え
な
い
防
災
と
新
た
な
防
災
訓

練
に
つ
い
て

①
防
災
に
限
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
全
般
に

　

お
い
て
も
活
用
で
き
る
考
え
方
と
捉
え
て
い
る
。

②
毎
年
度
、
計
画
的
に
購
入
し
、
食
料
・
毛
布
・

　

テ
ン
ト
・
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
な
ど
の
備
蓄
を
進
め
て

　
い
る
。

　
　

今
年
度
は
電
気
自
動
車
を
９
月
か
ら
整
備
し

　

て
お
り
、
普
段
は
公
用
車
と
し
て
、
ま
た
災
害

　

時
に
は
電
源
と
し
て
使
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つい
て
は
今
年
度
内
に

　

整
備
を
進
め
て
い
る
。

④
主
な
訓
練
の
内
容
は
避
難
経
路
の
確
認
。
ま
た
、

　

避
難
所
で
の
受
付
、
防
災
備
品
の
設
営
訓
練
。

　
　

今
後
は
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
取
り
入

　

れ
な
が
ら
、
食
料
品
の
備
蓄
方
法
と
し
て
ロ
ー

　

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
な
ど
を
研
修
で
紹
介
す
る
な
ど

　

も
検
討
。

⑤
Ａ
Ｒ
な
ど
を
用
い
た
防
災
訓
練
は
臨
場
感
に
よ
る

　

災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が

　

で
き
る
。

答

教
育
長

　

西
小
学
校
６
年
生
に
対
し
て
、
小
学
生
向
け
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
を
開
催
。

　
一
人
で
も
多
く
の
児
童
生
徒
が
認
知
症
の
こ
と

を
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。

　
　
　

北
海
道
全
体
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　
　
　

割
合
が
人
口
の
10
％
を
超
え
て
い
る
。

　

当
町
で
も
さ
ら
に
増
や
す
た
め
に
幅
広
く
町

民
の
皆
さ
ま
に
呼
び
掛
け
、
町
主
催
の
講
習
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

問答

福
祉
医
療
課
長

　

今
後
、
広
く
町
民
に
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講

習
会
を
呼
び
掛
け
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
特
別

　
　
　

な
備
え
を
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
普
段

か
ら
使
う
も
の
を
災
害
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
い
う
視
点
が
、
こ
れ
か
ら

の
防
災
に
対
す
る
考
え
と
し
て
注
目
を
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
で
あ
る
今
、
防

災
訓
練
の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
と
考
え
、
以
下
を
問
う
。

①
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
い
う
概
念
を
ま
ち
づ
く
り

　

の
点
か
ら
見
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

②
防
災
備
蓄
の
現
状

③
学
校
教
育
で
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

④
防
災
訓
練
の
現
状

⑤
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
な
ど
を
用
い
た
訓
練

問

答

教
育
長

③
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
意
義
や
利
点
は
、一つ
目

　

は
深
い
学
び
に
直
結
す
る
手
法
に
な
る
。
二
つ
目

　

は
災
害
対
応
力
の
向
上
で
非
常
時
に
役
立
つ
ス
キ

　

ル
の
習
得
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

先
進
地
の
優
れ
た
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
教
育
に
学

　

ん
で
ま
い
り
た
い
。
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・
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・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　員　　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　員　　門田　　淳
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

発をハード・ソフトの両面から地域づくりにポジテ
ィブに取り入れるためには、新たな受益者から適正
な負担をしていただく制度設計が必要である。
　熱海市で徴収されている「別荘等所有税」は、別荘
の定義を当町の事情に合う形で定め、水道施設整備
や公共施設整備などの行政需要を賄うには非常に有効
な法定外税である。
　他方、課税客体を非居住住宅の所有者とした京都
市の「非居住住宅利活用促進条例」は、熱海市の別荘
等所有税をモデルにしたセカンドハウス税の議論から
端を発した。
　非居住不動産所有者が増えることで空洞化が進み、
顕著になった人口減少問題と住宅問題を解消するこ
とを目的としている。今後、倶知安町の市街地で加
速するであろう同じ問題の解消策の一例として注視
していくことが賢明である。
　また、箕面市では緑の保全や保全活動のための財
源として、開発事業者に対して開発事業等緑化負担
税を課している。恵まれた自然や景観を生かした国
際リゾートとして発展するためには、不在不動産所
有者等に併せ、当町においても開発事業者負担税を
課税するなどをし、環境保全を積極的に進める必要
がある。この税は前述の二つの税に比べ、早期に条
例制定が可能であろうというのが委員会認識である
ことをあえて記しておく。
　課税客体を多様に検討しながら、地域住民や不在
不動産所有者の両者にとって、住んでよし・訪れて
よしとなる関係性向上のための制度とすることが何
よりも重要である。
　よりよい地域となるための制度と、それを実現さ
せる重要な財源論として、積極的に導入に向けた検
討を進めていく必要がある。

■ 調査視察のまとめ

　この度の先進地での調査視察から、本町の外国資
本による不動産開発を理由とする行政需要は特殊な
事情であることが再認識された。
　新たな開発による行政需要を満たすためには、地
元住民から新たな負担を最小限に抑える「新旧需給
の負担の公平性」を担保し、併せて不在不動産所有者
と地元住民の関係性を向上させる必要がある。
　これは国内では他に例を見ない新たな取り組みで
もあり単なる財源論のみに止まらない。
　特に法律では想定外である外国資本による不動産開

　本委員会では倶知安町の財政課題を鑑み、新たな法
定外税の調査・検討を進めています。法定外税の先進
自治体である熱海市・京都市・箕面市の視察を行った
ので、報告致します。

■ 視察日程
　 　令和4年7月12日(火)から7月14日(木)
■ 視 察 先
　 　熱海市役所・京都市役所・箕面市役所

■ 町営プール建替基本構想（案）の策定

　令和4年10月11日の委員会において、社会教育課
から「町営プール建替基本構想」の最終案が示され
ました。

　今後、町スポーツ推進審議会、教育委員会等で諮
られ、基本計画の策定（令和4～5年度）を目指すと
しています。

19



■ 絵本館について

　令和4年10月11日の委員会において、社会教育課
から絵本館の状況について説明を受けました。

【説明の概要】

　平成6年（1994年）にオープンした絵本館は、今
年で28年目を迎え、令和3年度末の蔵書数22,367冊、
貸出数38,264冊となっている。読み聞かせの会、
子育てサークル、子育て支援団体にも利用され、子育
て支援の重要な施設となっている。
　建物について、昭和42年（1967年）に建築された
建物であり、建物の構造が古く老朽化も進んでいる
ことから、存続、移転、更新などの検討が進められ
てきた。

　絵本館建物の老朽化問題による利用者の安全を確
保しなければならない。
　絵本館を現在の場所、もしくは文化福祉センター
周辺で建替（更新）を検討していきたい。

経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　員　　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

委員会開催は下記のとおり（令和4年8月から令和4年10月まで）

8月19日、29日、9月7日、20日、10月12日、27日
（計6回）

　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

町内公園施設等を現地調査しました(令和4年10月12日)

■ 町内現地調査を実施
　本委員会では令和4年9月20日に町内現地調査を行
いました。主な視察場所については、下記のとおり。

① 町内開発行為造成箇所（花園地区）
② 双子山トレイルパークコース場
③ 町営花園牧場内の新幹線残土置き場

　また、令和3年度末に策定された「倶知安町公園施
設長寿命化計画」の報告に基づき、令和4年10月12
日に町内公園施設の現地調査を実施しました。建設
課立会いの下、主な公園施設6か所の現況設備の確認
及び危険箇所の有無、今後の更新予定などについて
調査をしました。

■ 観光商工線課所管事項
　スキーの町宣言50周年を契機としてオールシーズ
ン型国際リゾートの形成に関する協定を下記の2者と
令和4年10月5日と14日付けで締結したと本委員会へ
報告されました。

〇 東急不動産株式会社（東京都）
〇 日本ハーモニー・リゾート株式会社（倶知安町）

＜正式名称＞

スキーの町宣言50周年を契機とするオールシーズン
型国際リゾートの形成に関する包括連携協定書

■ 新型コロナ オミクロン株対応２価ワクチン
　 の接種について
　令和4年10月28日の委員会において、福祉医療課
より新型コロナオミクロン株対応2価ワクチン接種に
ついて以下の説明を受けました。

【説明の概要】
・接種対象者（接種想定人数：約12,000人）
　満12歳以上で、かつ初回接種（2回目）を完了され
　た方のうち、最終接種日から3カ月以上経過した方。
・接種開始時期
　令和4年10月20日以降、順次開始
・接種会場
　町内医療機関及び町保健福祉会館
・接種券の発送時期
　これから4回目接種の対象者：10月28日発送
　これから5回目接種の対象者：11月11日発送
・その他
　初回接種（1・2回目）が未接種で、希望される方
　11月1日と11月22日に実施（町内医療機関）
　12月については、医療機関と別途調整する。
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特別委員会報告
　自衛隊駐屯地特別委員会

　本特別委員会の主な活動としては、令和4年10
月25日に北海道防衛局より役場庁舎において令和
4年版防衛白書の説明を受けました。

　また、令和4年11月1日には倶知安駐屯地の拡充
を求める道内要望活動として、第11旅団、北部方
面総監部及び北海道防衛局へ要望書を手交し要望
活動を行いました。

　道外での要望としては、令和4年11月11日に
防衛省(東京都)へ要望書を手交し要望活動を行い
ました。

　なお、本委員会では引き続き倶知安駐屯地の拡
充に向けて活動を進めていきます。

第11旅団司令へ表敬の様子 沖邑北部方面総監へ表敬の様子

北海道防衛局より令和4年版防衛白書の説明を受けました

　議会に関する特別委員会

　本特別委員会では、主に下記の内容について議
論を進めていく予定としております。

① 高校生を対象とした議会セッションの開催
    ※一般向けとして今年度は3回実施済み

② 本町議会の適正な議員定数及び議員報酬について

③ 各種附属機関委員会の議員数の見直し

④ 本会議及び各委員会への欠席事由の整理

⑤ 議会のICT化の検討について
21



　議員定数に関する特別委員会

　本特別委員会に付託されていた、陳情第10号
「倶知安町議会議員の定数削減を求める陳情」に
ついては、全14回にわたる審査の結果、「不採択
とすべきもの」とし、陳情審査報告書をまとめま
した。

　なお、本陳情審査報告については第3回定例会
最終日に古谷議員定数に関する特別委員長より委
員長報告がされました。

※定例会での採決結果については3頁を参照 特別委員会での議論の様子

陳情趣旨

＜審査事件＞
　陳情第10号
　倶知安町議会議員の定数削減を求める陳情

＜陳情趣旨＞
　平成31年4月に行われた倶知安町議会議員
選挙では、無投票という結果になり、4年に
一度の町議会議員選挙に住民が参加（投票）
出来なかった。
　次回の令和5年4月に行われる予定の町議
会議員選挙において、新たに立候補者がいな
い場合は、2回連続で参加（投票）する権利
を失うことになり、選挙による議員の適任者
を選ぶことが出来ない。
　また、現在の本町はインバウンドや海外か
らの投資により表向きは人口増、景気が上向
きとみられているかもしれないが、本町住民
（日本人）の人口は減少していることは明ら
かであり、適正な議員定数について考えてい
く必要がある。

　これらのことから、次回に予定される町議
会議員選挙までに2名ほどの定数削減が必要
と考え陳情するものである。

＜審査の経過＞
　令和3年12月16日　陳情の付託を受ける

（中略）
　令和4年  9月14日　審査報告書をまとめる。

＜審査の総括＞
　本委員会では、陳情第10号の陳情趣旨に
ついて陳情者から説明を受けた。
　また公聴会を開催し、広く町民から議員定
数に対する考えを拝聴し、そのうえで陳情者
が指摘する陳情項目について審査した。
　議員定数の削減によって必ずしも選挙があ
るとは限らず、また現時点で削減しなければ
ならない積極的・合理的な理由が見出せず、
住民の多様な意見が議会に反映できる定数で
あることが不可欠であるという意見が多数を
占めた。

　上記の審査を経て、本委員会は賛成少数で
不採択とすべきものとの結論に達した。
　なお、適正な議員定数に関する議論につい
ては本町議会として今後も継続的に議論を進
めていく必要がある。

＜審査の結論＞
　本委員会は、陳情第10号については採決
の結果、賛成少数で不採択とすべきものと決
定した。

特別委員会の審査報告書
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　令和4年8月24日に後志町村議会議長会主催の議
員研修会に本町議会も参加しました。
「ハラスメントについて考える～しない、させな
い、よりよい職場環境の実現のために～」を演題
として、昨今の報道を例に取り上げ、多種多様な
ハラスメントの実情について触れられました。

　公務職場における相談件数では「パワーハラス
メント」が理由の中で最も多くを占めていると説
明を受けました。
　また、パワハラの典型例としては6類型があり、
パワハラの加害者にならないためには、主に指導
や指示、叱責の意図や理由は説明しているか？自
分が話すよりも相手に話をさせて考えさせている
か？などと実例も踏まえて講演をいただきました。

　本町議会においても来年の改選期を控え、各議
員のハラスメントに対する認識について考えさせ
られる研修会となりました。

後志町村議会議員研修会に参加しました

議 ら長 室 か
こ ん に ち は

倶知安町議会 議長　盛多　勝美

　町民の皆さん、こんにちは。
　新型コロナウイルス感染症が流行してから三度目の冬を迎えま
した。収束したかにみえた後志管内でも未だに完全な終息とは
いかない中、町民の皆さんも日々の感染防止に努められている
ことと思います。

　さて、10月には開催を見送られていた第5回リバーパークマラ
ソンが3年ぶりに開催されました。当日は晴天の中、親子の部で
はお子さんと一緒に汗を流してゴールを目指す姿、大人を追い越
そうと懸命に走るお子さんの姿など、日々のコロナ疲れを振り払
うような爽やかで元気な町民の皆さんの姿を見ることができまし
た。

　また、第3回定例町議会では、本町議会議員の定数削減を求め
る陳情書について賛成少数で「不採択」という結果になりました。
　来年春の改選期を控え、本町議会では適正な議員定数に関す
る議論については今後も継続的に議論を進めていきます。

　これから積雪も増え、寒さも厳しさを増していく季節となり
ますが、共に健康に留意しお過ごしいただければと思います。

岩内地方文化センターにて開催された後志町村議会議員研修会
（令和4年8月24日）

晴天の中開催された第5回リバーパークマラソンにて
（令和4年10月2日）
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   議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第4 回定例会は 12 月5日（月） から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

編集委員 / 田中 義人

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

　町民の皆さま、初冬の候いかがお過ごしでしょうか。
　この号がお手元に届けられる頃は既に白い世界になっていることでしょう。ウクライナ戦争をきっかけ
に、円安や物価高が続いており、燃料代の高止まりなど生活に大きな影響が出ております。国の支援策や財
政政策が目に見える形で十分に届くことを望むばかりです。
　一方で、この円安を追い風に外国人観光客が戻ってきており、併せて不動産取引も増えております。
　しかし、開発に起因するインフラ整備費用を住民が賄わなければならず、議会ではその対応策として新た
な税金をコンドミニアム所有者などから徴収する調査を進めております。令和6年度から赤字と予想されて
おり、この広報をさまざまな問題を知るきっかけにしていただければ幸いです。

次世代へのバトンタッチ

歯科医師の世代交代
　祖父→父→私→息子の四世代で昭和、平成、令
和の時代をおよそ100年、町内外の方々のお口の
健康を守るべく歯科医院を営んでいます。
　私も35年ほど前、父よりバトンを受け取り、近年
は息子に移行すべく行動しています。
　時代により技術、診療内容も変化し、住民の求
める医療に寄り添えるように努力し続けています。 倶知安町の未来

　私は学生時代、東北新幹線が開通した都市に住んでい
ました。開通前開通後を実体験しました。町の開発や拡
大は凄まじいものでした。
　ただ、それは多くの在来線を残したものだったり、ち
ょっと条件が異なります。倶知安町で例えると新幹線駅
はできるが、岩内線や胆振線、もちろん函館本線が存在
している条件でした。
　町が交通網のハブ的な役割を果たし、周りの町を含め
発展していきました。JRの縮小廃線となる条件での近
隣の町を含めた発展は可能なのでしょうか？高速道路や
ホテルを含めた観光設備の充実で人を呼び込むだけでな
く、町内に道の駅、温泉、娯楽などの今の倶知安にない
魅力的な町民も楽しめる施設の誘致を期待します。
　みんなで楽しみながら町の発展に寄与していきましょう。

この町の世代交代
　息子や娘夫婦が倶知安に戻ってきて、その世代
の方々と接することが多くなりました。SNS時代
の若者たちは当然アナログ時代と異なり、その発
信力、行動力は還暦を迎えた私の気持ちさえワク
ワクさせてくれます。
　コロナ禍で沈み込んだ沖縄まで雪を大量に運ん
だり、スーパーの店先で子ども縁日を開いたり、
じゃが祭りや花火を再開したり、多くの子どもたち
や住人の笑顔に貢献しています。この世代を含め
活動する若者たちを応援したり、一緒に楽しんで
います。

伊藤歯科医院
医院長歯科医師
  い と う　　じゅん

伊藤　純 さん
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